






























■ コスモ･ソフトの『PLANEST P’s 拾いシステム』との連携を実現。
■P’s  連携コネクターを使うことによって、CS4形式のファイルを
  取り込み、拾いデータからTetra21の見積書を自動生成します。
 

■ CI-NETのデータは資機材コードを利用して、見積書データを読込むと同時に単価などを置換えることができますが、

    CSVやExcelのデータは資機材コードがないため、見積書データを読込むこと（丸写し）しかできません。

■ キーワードマッチングType-Ⅱオプションは受け取った見積書データの内訳明細を解析して、システム辞書と照合する

    ことにより、部材マスターに登録してある歩掛を付与したり、単価などを置換える機能です。

■ これにより見積書データを読込む（丸写し）だけでなく、自社表現に置換えることが可能になりました。

■「読み書き部分」はインポート・エクスポート処理、リンク指示、各種置換指示、データの整合性チェックの処理など

    で構成され、「変換プログラム部分」はキーワードマッチングによる、引当関連の処理で構成されます。    で構成され、「変換プログラム部分」はキーワードマッチングによる、引当関連の処理で構成されます。

■ キーワードマッチングType-Ⅱ用の「システム辞書」と「部材マスター」は、あらかじめ紐付けが必要です。  

■キーワードマッチングオプションによる置換え

■ すべてのインポート・エクスポートオプションは統一された解りやすいユーザーインターフェイスでお使いいただけます。

■ 通常は、見積書の提出側と受取側では「見積作成するソフトウェア」が違います。

    その場合、見積書フィールド（列）とそのプロパティー（列の規約）も異なります。

    したがって、データの受渡しをするには、「どのフィールドをどのフィールドに割当てて取込むか？」を設定する必要があります。

■ インポート時の設定では、取込むデータとTetra21見積書シートを表示しておき、フィールドの関連付けをドラッグ&ドロップ操作
    により簡単に設定できます。（設定した内容は保存できるので、２回目からは操作不要）

■ 対応するインポート・エクスポートデータを表示するほか■ 対応するインポート・エクスポートデータを表示するほか、対応する項目名を表示することもできるので、誤操作を未然に防ぎます。

■ おまかせ自動設定ボタンにより、インポートするデータを自動判断して最適と思われるフィールド同士を関連付します。

 

■各インポート・エクスポートオプションの共通機能

■  決まりのないCSV形式の見積書ファイルは、縦（行）、横

  （列）方向の並び、構成書式、工事階層などバラバラですが、

    おまかせモードにより可能な限り自動解析して読込みます。

■ 端数処理、連続する同一部材のまとめ、合成品や複合品の

    扱い、桁区切、文字列の引用符など細かな指定ができます。

■ CSVの鑑項目と物件管理項目を紐付けて読込みできます。

■ ■ 種々の設定を保存できるので、２回目からは選ぶだけです。

■ＣＳＶファイル対応 オプション
■ 日本建設業連合会の「内訳明細データフォーマット」の

  規約で作成された見積書のファイルが読み書きできます。

■ 双方向変換ほか、BCS形式同士の見積書変換もできます。

■ 上段・下段の扱いや、仕様の特殊な扱いなど規約で定めら

    れていない事項も、きめ細かく対応しました。したがって、

    建築見積はもちろん、設備見積にも対応できます。

■BCSファイル対応 オプション

■ 建設業振興基金 建設産業情報化推進センターが策定した、

    CI-NET LiteS実装規約V2.1の設備機器見積、設備見積、

    建築見積、購買見積の依頼・回答メッセージに対応。　

■ CII形式と中間ファイル形式のどちらも読み書きできます。

■ 資機材コードをキーにして、部材マスターの（単価、歩掛、

    分類、掛率の）付与や（名称、仕様の）置換えができます。

■ 部材種別により■ 部材種別により、付与や置換えるものをパターン化できます。

■CI-NET LiteS V2.1対応 オプション
■ 建設業振興基金 建設産業情報化推進センターが策定した、

    CI-NET設備見積回答メッセージV1.0に対応したCII形式

    のファイルが読み書きできます。

■ 資機材コードをキーにして、部材マスター・データの付与

  （単価、歩掛、分類、掛率）や置換え（名称、仕様）ができます。

■ 部材種別により、付与するもの、置換えるものをパターン化

        して変換できます。

■CI-NET V1.0対応 オプション
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